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編集後記 
大学生のころ『夜と霧』を読んで、なによりもその写真に驚き、人間を写しているのだとい
うことを理解するのにかなり時間がかかってしまいました。人が人にそんなことができるとい
うことが、当時の経験の少ない小さな頭では感覚的に受け入れることができなかったのだと思
います。今回ポーランド・チェコ総合研究に行くにあたって、予習をして武装していかないと
ショックを受けるのではないかと考え、何冊か本を読んだりしてみました。そして、ユダヤ人
迫害には長い長い歴史があり、アウシュヴィッツは単にナチスのしたことだけでない背景があ
ることは知っているつもりでした。しかしいざアウシュヴィッツに行き、部屋いっぱいの生々
しい髪の毛、痛々しい子ども服や靴などを目の当たりにすると、生半可な知識は簡単にはぎ取
られ、無防備にさらされてしまったように感じました。初めのうちはしきりに聞こえていた
シャッター音（もちろん筆者も撮っていましたが）が、髪の毛の間に至るころにはいつの間に
かなくなっていたのも印象的でした。見るだけでその強烈さに被爆したようなものだったので
しょう。 
さて今回の７月号は、ポーランド・チェコ総合研究特集号（２）ということで、３本の論文
を掲載することができました。ワルシャワ大学の Iwona Kordzińska-Nawrocka 先生のワルシャワ
大学における日本研究について論じたものです。先生とは、ワルシャワ大学にてお会いし、数
時間懇談致しました。２本目は伊吹克己先生の『サルトルのユダヤ人論をめぐって』は、サル
トルの『ユダヤ人問題に関する省察』を分析することが、ヨーロッパのユダヤ人問題の核心に
触れることになるのではないかという目論見で書かれています。このような武装があれば被爆
に対して無防備ではなかったのかもしれないと思いました。３本目は、堀江洋文先生の『中・
東欧の宗教改革運動とヨハネス・ア・ラスコ』です。ポーランド人の宗教改革者のヨハネス・
ア・ラスコを取り上げ、彼の神学がヨーロッパの改革派運動に残した足跡について論じていま
す。素直に被爆しているだけでなく、学ぶべきものがたくさんあるのだなというのが率直な印
象です。 (NT) 
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